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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テキストの形態素解析結果および係り受け解析結果の少なくとも一方から構成される特
徴量と前記テキストの強調位置との関係を表す強調位置予測モデルを格納する強調位置予
測モデル格納部と、
　入力テキストの形態素解析結果および係り受け解析結果の少なくとも一方から構成され
る特徴量を得る特徴量構成部と、
　前記強調位置予測モデルおよび前記特徴量構成部で得られた前記特徴量を用いて前記入
力テキストの強調位置を識別する強調位置予測部と、を有し、
　前記特徴量は、主辞の単語の出現形を表す情報および前記主辞の単語の品詞を表す情報
を含む、または、前記主辞の単語および前記主辞の単語の前後の所定個数の単語のそれぞ
れの出現形を表す情報ならびに前記単語のそれぞれの品詞を表す情報を含む、
　ことを特徴とする強調位置予測装置。
【請求項２】
　請求項１の強調位置予測装置であって、
　前記特徴量は、前記主辞の単語から、当該主辞の単語に係り受けで係ってくる前側の単
語まで、の距離の最小値を表す情報を含む、
　ことを特徴とする強調位置予測装置。
【請求項３】
　請求項１または２の強調位置予測装置であって、
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　前記特徴量は、単語のカテゴリを表す情報を含む、
　ことを特徴とする強調位置予測装置。
【請求項４】
　請求項１から３の何れかの強調位置予測装置であって、
　前記強調位置予測モデルは、前記テキストを構成する区間が強調位置であるかと前記特
徴量との関係を表すモデルであり、
　前記強調位置予測部は、前記入力テキストを構成する各区間が強調位置であるかを識別
する、
　ことを特徴とする強調位置予測装置。
【請求項５】
　テキストの形態素解析結果および係り受け解析結果の少なくとも一方から構成される特
徴量と前記テキストの強調位置との関係を表す強調位置予測モデルを強調位置予測モデル
格納部に格納しておき、
　入力テキストの形態素解析結果および係り受け解析結果の少なくとも一方から構成され
る特徴量を得る特徴量構成ステップと、
　前記強調位置予測モデルおよび前記特徴量構成ステップで得られた前記特徴量を用いて
前記入力テキストの強調位置を識別する強調位置予測ステップと、
　を実行し、
　前記特徴量が、主辞の単語の出現形を表す情報および前記主辞の単語の品詞を表す情報
を含む、または、前記主辞の単語および前記主辞の単語の前後の所定個数の単語のそれぞ
れの出現形を表す情報ならびに前記単語のそれぞれの品詞を表す情報を含む、
　ことを特徴とする強調位置予測方法。
【請求項６】
　請求項５の強調位置予測方法であって、
　前記特徴量は、前記主辞の単語から、当該主辞の単語に係り受けで係ってくる前側の単
語まで、の距離の最小値を表す情報を含む、
　ことを特徴とする強調位置予測方法。
【請求項７】
　請求項５または６の強調位置予測方法であって、
　前記特徴量は、単語のカテゴリを表す情報を含む、
　ことを特徴とする強調位置予測方法。
【請求項８】
　請求項５から７の何れかの強調位置予測方法であって、
　前記強調位置予測モデルは、前記テキストを構成する区間が強調位置であるかと前記特
徴量との関係を表すモデルであり、
　前記強調位置予測ステップは、前記入力テキストを構成する各区間が強調位置であるか
を識別する、
　ことを特徴とする強調位置予測方法。
【請求項９】
　請求項１から４の何れかの強調位置予測装置としてコンピュータを機能させるためのプ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声合成技術に関し、特に音声の強調位置を予測する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、映画のシーンに応じた台詞を発話する場面、童話の語り聞かせの場面、テレビ
などのメディアを通じた商品宣伝の場面、およびコールセンタなどでの電話応対場面など
で自然に発せられた「表現豊かな音声」において、強調は頻繁に行われている。音声合成
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によって生成される合成音においても、適切な強調を行うことにより、合成音の自然性が
高まる。
【０００３】
　非特許文献１にあるように、特定の区間が強調されて発話された場合、強調区間の基本
周波数が読上げ調で発話された部分に比べて高くなる。従来の音声合成装置で、読み上げ
とは異なる日常の様々な表現豊かな音声から音声合成用モデルを構築し、そのモデルを用
いて音声合成を行っても、このような強調区間での声の高さを十分に再現できない。
【０００４】
　非特許文献１では、原音声と合成音声との基本周波数の差分が閾値よりも大きい区間を
強調区間と推定し、推定した強調区間にマーク（強調マーク）を付与し、それらの強調マ
ークを含む学習データを用いて音声合成用モデルを再構築することで、声の高さの再現性
能を改善している。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】前野，能勢，小林，井島，中嶋，水野，吉岡，「強調音声合成のための
局所韻律コンテキスト自動付与の検討」，電子情報通信学会　技術研究報告　音声研究会
，112(81)，pp.1-6，2012．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　非特許文献１の手法によって音声合成を行うためには、合成対象の入力テキストの各区
間に強調マークを付与するか否かを決定する必要がある。しかし、非特許文献１の手法で
は、原音声と合成音声との差分に基づいて強調マークを付与するか否かを決定するため、
当該強調マークが付与された区間の性質が、従来の言語処理や音声学の研究で推定されて
きたテキストの言語情報に基づく強調区間の性質と同じになるとは限らない。
【０００７】
　この発明は、このような課題に鑑みてなされたものであり、入力テキストの言語情報に
基づいて、入力テキストの強調区間を予測することが可能な技術を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明では、テキストの形態素解析結果および係り受け解析結果の少なくとも一方から
構成される特徴量とテキストの強調位置との関係を表す強調位置予測モデルを格納してお
く。音声合成を行う際には、入力テキストの形態素解析結果および係り受け解析結果の少
なくとも一方から構成される前記の特徴量と同種の特徴量を求め、当該特徴量および強調
位置予測モデルを用いて入力テキストの強調位置を識別する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明では、入力テキストの言語情報に基づいて、入力テキストの強調区間を予測する
ことができる。また非特許文献１のような方法では、モデル作成時に学習データに依存し
て強調区間が変化する。本発明では、そのような変化に対応できる強調区間をテキストか
ら予測できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】強調位置予測装置の機能構成例を示す図。
【図２】強調位置予測装置の動作フローを示す図。
【図３】特徴量構成部で構成される特徴量の組の一例。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
　図１は、本形態の強調位置予測装置１００のブロック図であり、図２はその動作フロー
を表す。
【００１２】
　本形態の強調位置予測装置１００は、制御部１１１、特徴量構成部１１２、強調位置予
測部１１３、および強調位置予測モデル格納部１１４を有する。強調位置予測装置１００
は、さらにカテゴリ名辞書を格納したカテゴリ名辞書格納部１１５を有していてもよい。
強調位置予測装置１００は、例えば、ＣＰＵ（central processing unit）やＲＡＭ（ran
dom-access memory）等を備える公知のコンピュータに所定のプログラムが読み込まれて
構成される装置である。強調位置予測装置１００の少なくとも一部が集積回路等のハード
ウェアで構成されていてもよい。強調位置予測装置１００は、制御部１１１の制御のもと
で各処理を実行する。
【００１３】
　強調位置予測装置１００の外部の解析結果格納部１０１には、形態素解析結果および係
り受け解析結果が言語情報として付与された入力テキストが格納されている。入力テキス
トは、音声合成対象となる１個以上の単語からなる系列であり、この系列は強調生起範囲
毎に区切られている。
【００１４】
　形態素解析は、テキストを単語ごとに分割し、それぞれの単語に品詞や読みなどの辞書
的情報を付与する技術であり、例えば、参考文献１（松本裕治，形態素解析システム『茶
筅』，情報処理，41(11)，pp.1208-1214, 2000）の方法によって実施できる。
【００１５】
　係り受け解析は、形態素解析結果を入力として、複数の単語列からなる文節を構成し、
品詞や単語の出現形や単語のアイディの関係に基づいて、文節間の係り受け関係を予測す
る技術であり、例えば、参考文献２（工藤拓，松本裕治，チャンキングの段階適用による
日本語係り受け解析，情報処理学会論文誌，43(6)，pp.1834-1842，2002）の方法によっ
て実施できる。これら自体は、従来技術であり、それらの詳しい説明は省略する。
【００１６】
　声の高さのような韻律処理ではアクセント句を単位として処理を行う場合が多い。アク
セント句は、１つ以上の文節から構成される系列である。アクセント句の先頭の文節の係
り受け情報と最後の文節の係り受け情報をアクセント句間での係り受け情報として用いる
ことができる。アクセント句の境界の予測は、例えば、参考文献３（Nakajima, H., Miya
zaki, N., Yoshida, A., Nakamura, T., Mizuno, H., “Creation and Analysis of a Ja
panese Speaking Style Parallel Database for Expressive Speech Synthesis”, in Pr
oc. Oriental COCOSDA, 2010,http://desceco.org/O-COCOSDA2010/proceedings/paper_30
.pdf.）にて実施できることが知られている。
【００１７】
　強調生起範囲は、所定の基準に基づいて定められた単語または単語列からなる区間であ
る。どのような区間を強調生起範囲としてもよいが、例えば、ポーズ位置とポーズ位置で
挟まれた区間（イントネーション句）にある単語または単語列を１つの強調生起範囲とす
ることができる。ポーズ位置の予測は、例えば、参考文献４（木暮監修、山森編著，「未
来ねっと技術シリーズ４　メディア処理技術」，pp.76-77,電気通信協会）に記載された
方法によって実行できる。或いは、アクセント句を強調生起範囲としてもよい。
【００１８】
　特徴量構成部１１２は、解析結果格納部１０１から、入力テキストの各強調生起範囲に
対応する形態素解析結果および係り受け解析結果の少なくとも一方を読み出し（ステップ
Ｓ１１，Ｓ１２）、読み出した情報に対応する特徴量を生成して出力する。特徴量構成部
１１２は、入力テキストのすべての強調生起範囲についてそれぞれ特徴量を生成する。特
徴量は、形態素解析結果および係り受け解析結果の少なくとも一方から抽出可能な情報で
ある。例えば、以下のａ）～ｅ）の要素の全てまたはそれらの一部の要素の組み合わせか
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らなる列（例えば、ベクトルや要素の結合値）を特徴量とする。この場合、強調位置予測
性能の観点から、ａ）およびｂ）の両方の要素を含む列を特徴量とすることが望ましい。
好ましくは、特徴量がａ）およびｂ）の両方の要素を含む列であることは必須である。ま
た、下記のｃ－１）～ｃ－４）の一部またはすべての要素を含む列を加えて特徴量として
もよい。
【００１９】
　ａ）強調生起範囲内の着目する単語とその前後のそれぞれＮ個の単語の出現形（あるい
は表層形と呼ぶ）を表す情報を特徴量の要素としてもよい。これは形態素解析結果から取
り出すことが可能な情報である。強調生起範囲に対してどの位置の単語を「着目する単語
」とするか、各強調生起範囲に対していくつの単語を「着目する単語」とするか、ならび
にＮをどのような値にするかなどの条件は事前に定められる。例えば、事前に学習データ
を用いた予備実験が行われ、そこで最高性能を示した条件が採用される。例えば、強調生
起範囲に対して特定の関係にある単語のうち主辞の単語のみを「着目する単語」としても
よいし、強調生起範囲に対して特定の関係にあるすべての単語を「着目する単語」として
もよい。「強調生起範囲に対して特定の関係にある単語」は、強調生起範囲に属する単語
であってもよいし、強調生起範囲から所定の範囲内にある単語であってもよいし、強調生
起範囲から所定距離だけ離れた単語であってもよい。Ｎは０以上の整数であり、すべての
入力データ対して同じ値であってもよいし、入力データの種別等に応じて異なってもよい
。これらの条件の設定は、以下の他の要素についても同様な方法で行われる。ただし、ａ
）～ｅ）での条件は同じであってもよいし、異なっていてもよい。
【００２０】
　ｂ）上記着目する単語とその前後のそれぞれＮ個の単語（すなわち、上記ａ）の２Ｎ＋
１個の単語）の品詞を表す情報を特徴量の要素としてもよい。これも形態素解析結果から
取り出すことが可能な情報である。
【００２１】
　ｃ）強調生起範囲の前後の単語に関して着目する単語と当該着目する単語と係り受けの
関係にある他の単語との関係を表す情報を特徴量の要素としてもよい。これは係り受け解
析結果から取り出すことが可能な情報である。例えば、以下を特徴量の要素とすることが
できる。
　ｃ－１）着目する単語から当該着目する単語が係る文末側の他の単語までの単語数で数
えた距離を表す情報。
　ｃ－２）着目する単語から当該着目する単語に係る文頭側の他の単語までの単語数で数
えた最小距離を表す情報。すなわち、着目する単語から当該着目する単語に係る文頭側の
最も近い他の単語までの単語数で数えた距離を表す情報。
　ｃ－３）着目する単語から当該着目する単語に係る文頭側の他の単語までの単語数で数
えた最大距離を表す情報。すなわち、着目する単語から当該着目する単語に係る文頭側の
最も遠い他の単語までの単語数で数えた距離を表す情報。
　ｃ－４）着目する単語に係る文頭側の単語の個数を表す情報。
　なお、ｃ－１）では、着目する単語が文末の単語ではなく、かつ、文末方向に係る単語
がない場合には、要素の値を０とする。ｃ－２）とｃ－３）では、着目する単語が文頭の
単語ではなく、かつ、その単語に係る文頭側の単語がない場合には、要素の値を０とする
。また、ｃ－１）の「文末側」を「文頭側」に置換した情報を要素としてもよいし、ｃ－
２）～ｃ－４）の「文頭側」を「文末側」に置換した情報を要素としてもよい。また、ｃ
）の係り受けは通常は文節単位で得られるが、音声合成で頻繁に用いられるアクセント句
単位での係り受け情報を得る場合には、アクセント句境界の前後の単語から「着目する単
語」への前記の距離や個数を特徴量の要素として用いることができる。なお、アクセント
句境界は、特徴量構成部１１２に入力されたアクセント句境界やポーズの有無を表す情報
によって特定されてもよいし、前述の参考文献３等に基づいて特徴量構成部１１２によっ
て予測されてもよい。「着目する単語」は、強調生起範囲内の個々の単語である。
【００２２】
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　ｄ）強調生起範囲内の着目するアクセント句の前後の位置でのポーズの有無を表す情報
を要素としてもよい。これは参考文献３および４の結果に基づいて得られる情報である。
着目するアクセント句のＭ１個前側のアクセント句の前の位置のポーズの有無、着目する
アクセント句のＭ２個後ろ側のアクセント句の後ろの位置のポーズの有無を要素として含
めても良い。なお、Ｍ１とＭ２は事前に定められる。例えば、事前に学習データを用いた
予備実験が行われ、そこで最高性能を示した条件が採用される。「着目するアクセント句
」は、強調生起範囲内の着目する単語が含まれているアクセント句である。
【００２３】
　ｅ）強調位置予測装置１００がカテゴリ名辞書格納部１１５を備える場合、強調生起範
囲に対応する単語をキーとしてカテゴリ名辞書を検索することで得られる「単語のカテゴ
リ」を表す情報を特徴量の要素としてもよい。例えば、上記ａ）の２Ｎ＋１個の単語のう
ちの主要部の単語の、品詞以外のカテゴリ名の全てまたはそれらの部分的な組み合わせを
表す情報を特徴量の要素としてもよい。例えば、単語が属する組織名や会社名といった細
分類カテゴリを表す情報を特徴量の要素としてもよい。このような細分類カテゴリは、例
えば、参考文献５（日本語語彙大系，ＮＴＴコミュニケーション科学研究所監修，池原他
編集，1997刊，岩波書店）を用いて付与することができる。カテゴリ名としては例えば外
来語か和語かといった種別がある。また，独自構築したカテゴリ名辞書を参照することに
より得られる単語のカテゴリを表す情報を特徴量の要素としてもよい。例えば、「明るい
」「楽しい」といったポジティブなカテゴリや、「暗い」「つらい」といったネガティブ
なカテゴリを設定することもできる。なお、「主要部」とは「主辞」を意味する。すなわ
ち、「主要部」とは係り受けで係ってくる単語（受け側の単語）を意味する。上記の２Ｎ
＋１個の単語に主要部が複数個存在する場合には、いずれか１つの主要部の単語のみにつ
いて特徴量の要素が構成されてもよいし、複数個の主要部の単語について特徴量の要素が
構成されてもよい。上記の２Ｎ＋１個の単語に主要部が存在しない場合には、主要部が存
在しないことを表す情報を特徴量の要素としてもよい。
【００２４】
　図３に複数の要素からなる列を特徴量とした例を示す。図３の例では、各アクセント句
を強調生起範囲とし、アクセント句に対応する主要部の単語の出現形を表す情報（２）の
列）、当該主要部の単語の品詞を表す情報（３）の列）、アクセント句の前側にポーズが
あるかないかを表す情報（４）の列）、アクセント句の後側にポーズがあるかないかを表
す情報（５）の列）、上記主要部の単語から当該単語に係り受けで係ってくる前側の単語
までの距離の最小値を表す情報（６）の列）、および上記主要部の単語の品詞以外のカテ
ゴリ名を表す情報（７）の列）を特徴量の要素としている。例えば、アクセント句番号２
に対応する特徴量は、ａ）として図３の２）列の『ソフト』という単語とその前後の『ク
リーン』や『温風』という単語を表す情報、ｂ）として３）列の『形容詞』と前後の『形
容詞』と『名詞』を表す情報、ｃ）として６）列の『１』を表す情報、ｄ）として４）列
と５）列の『無』と『無』を表す情報、ｅ）として７）列の『外来語』を表す情報を要素
とするベクトルとなる。
【００２５】
　特徴量構成部１１２から出力された特徴量は、強調位置予測部１１３に入力される。強
調位置予測部１１３は、強調位置予測モデル格納部１１４に格納された強調位置予測モデ
ル、および特徴量構成部１１２で得られた特徴量を用い、入力テキストの強調位置を識別
する（ステップＳ１１４）。強調位置予測モデルは、テキストの形態素解析結果および係
り受け解析結果の少なくとも一方から構成される特徴量と当該テキストの強調位置との関
係を表すモデルである。すなわち、強調位置予測モデルは、テキストを構成する強調生起
範囲（区間）が強調位置であるかと特徴量との関係を表すモデルであり、強調位置予測部
１１３は、特徴量構成部１１２で得られた特徴量を用い、入力テキストを構成する各強調
生起範囲が強調位置であるかを識別する。
【００２６】
　以下に詳細を例示する。各強調生起範囲ｉ＝０，…，Ｉ－１に対して得られた特徴量を
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ｘｉとし、各強調生起範囲ｉが強調位置であるか否かを表す識別情報（強調マークを付与
するか否かを表す識別情報）をｙｉとする。ただし、Ｉは１以上の整数である。例えば、
Ｉは入力テキストに属するすべての強調生起範囲の個数である。特徴量ｘｉはベクトル等
である。識別情報ｙｉの例は、強調生起範囲ｉが強調位置である場合にｙｉ＝１となり、
強調生起範囲ｉが強調位置でない場合にｙｉ＝０となる二値情報である。特徴量ｘｉの系
列をｘ＝（ｘ０，…，ｘＩ－１）とし、識別情報ｙｉの系列をｙ＝（ｙ０，…，ｙＩ－１

）とする。この場合、強調位置予測モデルは、入力テキストの特徴量の系列ｘと識別情報
の系列ｙとを対応付けるモデルである。例えば、強調位置予測モデルは、特徴量の系列ｘ
を入力変数とし、識別情報の系列ｙを出力変数とするモデルである。強調位置予測モデル
に限定はないが、強調位置予測モデルの具体例は、系列ラベリング等に用いられる隠れマ
ルコフモデル等の確率モデルである。強調位置予測モデルは、例えば、学習用のテキスト
の形態素解析結果および係り受け解析結果の少なくとも一方から構成される特徴量と、当
該テキストの各強調生起範囲が強調位置であるか否かを表す識別情報との組からなる学習
データを用い、一般の機械学習手法を実施することで構築できる。強調位置予測モデルの
学習に用いられる特徴量の構成は、特徴量構成部１１２で得られる特徴量の構成と同じで
ある。学習データの識別情報は人手で付与されたものであってもよいし、非特許文献１等
の従来技術によって自働抽出されたものであってもよい。機械学習手法の詳細は、例えば
参考文献６（高村大也ほか著，「言語処理のための機械学習入門」，コロナ社）等に記載
されている。強調位置予測モデルは、例えば、強調生起範囲を処理単位として、その処理
単位、および、その前後の単位に対応する特徴量から構成した特徴量の系列を入力とし、
その処理単位での強調マークの有無を表す識別情報の系列を予測するためのモデルである
。以下に隠れマルコフモデルで構築された強調位置予測モデルを例示する。
【数１】

ただし、Ｐ（ｘ，ｙ）はｘ＝（ｘ０，…，ｘＩ－１），ｙ＝（ｙ０，…，ｙＩ－１）の同
時確率、Ｐ（ｙｉ｜ｘｉ）はｘｉのもとでのｙｉの条件付き確率、Ｐ（ｘｉ｜ｘｉ－１）
はｘｉ－１のもとでのｘｉの条件付き確率である。ｘ－１は文の先頭の単語よりも前にあ
ると仮定する文の開始位置という便宜上の強調予測範囲に関して得られる特徴量で定数を
要素とするベクトルである。
【００２７】
　強調位置予測部１１３は、強調位置予測モデル格納部１１４から強調位置予測モデルを
読み込み、当該強調位置予測モデルの入力変数に特徴量構成部１１２から出力された特徴
量の系列ｘを設定し、識別情報の系列ｙを予測し、当該識別情報の系列ｙを強調位置予測
結果として出力する。例えば、隠れマルコフモデルで強調位置予測モデルが構成されてい
る場合、入力された特徴量の系列ｘに対してＰ（ｘ，ｙ）を最大にする識別情報の系列ｙ
が出力される。このような識別情報の系列ｙの探索は、例えば公知のＶｉｔｅｒｂｉアル
ゴリズムを用いて行うことができる。強調生起範囲を処理単位として、その処理単位での
強調マークの有無を表す識別情報の系列ｙを、その単位、および、その前後の単位に対応
する特徴量から構成した特徴量の列を入力した強調位置予測モデルを用いて、文頭から文
末までの前記の単位ごとに強調マークを付与する場合と付与しない場合のすべての可能性
を列挙して、文頭から文末まで大域的に、強調位置予測モデルが与える確率が最大の系列
をＶｉｔｅｒｂｉアルゴリズムで選択すれば良い。或いは、強調生起範囲に代えて、着目
する単語、文節、アクセント句を処理単位として識別情報の系列ｙを得てもよい。すなわ
ち、特徴量を得る処理単位と識別情報を得る処理単位とは、同一であってもよいし、異な
っていてもよい。あるいは、処理単位の前後数単位間で確率の高い識別情報の系列に探索
範囲を絞って探索してもよい。また、特徴量の構成に関わった範囲のみについて強調位置
の予測を行うことにし、強調位置の予測自体を局所的に行なうことも可能である。これら
の探索法自体は周知であり、例えば、参考文献６に記載された方法で実施できる。また、
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強調位置予測モデルを隠れマルコフモデルに限定はしない。例えば、強調位置予測モデル
は、スコアや確率値を付与できるモデルであれば、どのようなモデルによって構成されて
も良い。決定木によって構成されても良いし、対数線形モデルによって構成されても良い
し、ニューラルネットワークで構成されても良い。
【００２８】
　以上のように、本形態では、テキストの言語情報に対応する特徴量とテキストの強調位
置との関係を表す強調位置予測モデルを用い、入力テキストの強調位置を識別できる。ま
た、本形態の強調位置予測モデルを用いて予測された強調位置は、非特許文献１のモデル
に整合した性質を持つ。その結果、声の高さが精度高く再現された自然な音声を合成でき
る。
【００２９】
　なお、本発明は上述の実施の形態に限定されるものではない。例えば、強調位置予測装
置が、入力テキストの形態素解析や係り受け解析を行う手段を備えていてもよいし、強調
位置予測装置が、形態素解析結果や係り受け解析結果を格納する解析結果格納部を備えて
いてもよい。また上述の各種の処理は、記載に従って時系列に実行されるのみならず、処
理を実行する装置の処理能力あるいは必要に応じて並列的にあるいは個別に実行されても
よい。その他、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更が可能であることはいうまでも
ない。
【００３０】
　上述の構成をコンピュータによって実現する場合、各装置が有すべき機能の処理内容は
プログラムによって記述される。このプログラムをコンピュータで実行することにより、
上記処理機能がコンピュータ上で実現される。この処理内容を記述したプログラムは、コ
ンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録しておくことができる。コンピュータで読み
取り可能な記録媒体の例は、非一時的な（non-transitory）記録媒体である。このような
記録媒体の例は、磁気記録装置、光ディスク、光磁気記録媒体、半導体メモリ等である。
【００３１】
　このプログラムの流通は、例えば、そのプログラムを記録したＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ等
の可搬型記録媒体を販売、譲渡、貸与等することによって行う。さらに、このプログラム
をサーバコンピュータの記憶装置に格納しておき、ネットワークを介して、サーバコンピ
ュータから他のコンピュータにそのプログラムを転送することにより、このプログラムを
流通させる構成としてもよい。
【００３２】
　このようなプログラムを実行するコンピュータは、例えば、まず、可搬型記録媒体に記
録されたプログラムもしくはサーバコンピュータから転送されたプログラムを、一旦、自
己の記憶装置に格納する。処理の実行時、このコンピュータは、自己の記録装置に格納さ
れたプログラムを読み取り、読み取ったプログラムに従った処理を実行する。このプログ
ラムの別の実行形態として、コンピュータが可搬型記録媒体から直接プログラムを読み取
り、そのプログラムに従った処理を実行することとしてもよく、さらに、このコンピュー
タにサーバコンピュータからプログラムが転送されるたびに、逐次、受け取ったプログラ
ムに従った処理を実行することとしてもよい。サーバコンピュータから、このコンピュー
タへのプログラムの転送は行わず、その実行指示と結果取得のみによって処理機能を実現
する、いわゆるＡＳＰ（Application Service Provider）型のサービスによって、上述の
処理を実行する構成としてもよい。
【００３３】
　上記実施形態では、コンピュータ上で所定のプログラムを実行させて本装置の処理機能
が実現されたが、これらの処理機能の少なくとも一部がハードウェアで実現されてもよい
。
【符号の説明】
【００３４】
１００　強調位置予測装置
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